
計画の名称：   富里市における下水道普及率の向上と下水道整備の促進　　　（H28-32年度）

　　事業主体名：　富里市　

チェック欄

　１）上位計画等との整合性

　　　　上位計画「東京湾流域別下水道整備総合計画」との整合は取れている。 ○

　２）地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の適合性）

　　　　昭和５０年代初頭の新興住宅地の旧式化した集中浄化槽へ向けての整備
　　　など，課題となっている事業を推進している。

○

　１）整備計画の目標と定量的指標の整合性

　　　事業計画認可を直上計画とした計画で，整合性は取れている。 ○

　２）定量的指標の明瞭性

　　　普及率や計画策定はわかりやすい指標で明瞭である。 ○

　３）目標と事業内容（基幹事業）の整合性

　　　普及率向上と整合性は取れている。 ○

　４）事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性

　　　人口が集中する住宅地であり，事業後の普及率は上昇する。 ○

　１）円滑な事業執行の環境
　　（事業熟度，住民等の合意形成を踏まえた事業実施の確実性）

　　　地元自治会などと協議を重ね，事業実施に向けた話し合いを行なっている。 ○

　２）地元の機運
　　（住民，民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確実性）

　　　高齢化に伴う地元負担の軽減などの効果があり,各地区の期待度は高い。 ○
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